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国 語 

§４ 学力検査問題の分析（正答表・分析等） 

１ 国語 

(1) 正答表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア

エ

（

正

答

例

）

（

大

樹

の
上

か
ら

眺
め

る
眼

下

の
街

の
）

金
色

の
風

景
に

胸

が
ド

キ
ド

キ
し
、

大

樹

の
緑

の
香

り
を

嗅
ぐ

た

び
に

幸

せ
な

気
持

ち
に

な
り
、

絵
を

描
き

た
い

と
い

う
気

持

ち
が

突
き

上
げ

て
き

た

こ
と
。

配点

通し番号

正答率(%)

通し番号

配点

正答率(%)

（

完

全
解

答
・

順
不

同
）

71.8 86.6

⑶

⑥ ③

２点 ２点

（

正
答

例
）

フ
ラ

イ
パ

ン
に

油

を
ひ

い
て

熱
く

す
る
。

74.8

二

一

問

六
の

採
点

基
準

２
、

３

に
準

じ
る
。

一

①

フ
ラ

イ
パ

ン

に
油

を
ひ

く
こ

と
と

熱

く
す

る
こ

と
、

②
小

さ
じ

一

杯
の

ウ
ス

タ
ー

ソ
ー

ス

を
入

れ
る

こ
と

が
適

切

に
表

現

さ

れ
て

い
る

も

の
を

正
答

と
す

る
。

（

正
答

例
）

小
さ

じ
一

杯
の

ウ

ス
タ
ー

ソ
ー

ス

を
入

れ

る
。

お
母

さ

ん
が

自
分

の
こ

と
を

大

事
に

思
っ

て
く

れ
て

い
る

こ

と
を

思
い

出
さ

せ
、

不

安
か

ら
逃

げ
ず

に
お

母

さ
ん

に

自
分

の
夢

を
伝

え
て
、

自
分

の
意

志
で

未
来

を
決

め

て
い

こ
う

と
い

う
決

意

を
も

た
ら

し
た
。

⑬

２点

け

い
し
ゃ

２

92.3

89.683.090.16.6

問

一

⑴

一

①

２点

１

問

二

④

問

二

⑴

２点

問

 
三

問

一

２点 ４点

⑨

３点

問

 
四

問

　
五

⑧

二 問

六

①

⑫

問

五

問

　
七

⑳

問

　
四

問

　
五

⑱

４点

問

　
六

⑦

３点

⑩

３点

②

⑪

３点２点

１
問

七
⑭

確
か

な
自

分
の

意
志

問

 
三

⑯

56.8
（

正

答

例

）

4.6

６点

字

数
に

つ
い

て

は
、

解
答

欄
の

枠
内

で

答
え

る
も

の
と

し
、

そ
れ

を

超
え

る
も

の
、

ま
た

は
、

極

端
に

少
な

い
も

の

に
つ

い

て
は
、

各

一

点
を

減
じ

る
。

３

金

色
の

風
景

に

胸
が

ド
キ

ド
キ

し
、

大

樹
の

緑
の

香
り

を
嗅

ぐ
た

び

に
幸

せ
な

気
持

ち
に

な

り
、

絵
を

描
き

た
い

と

い
う

気

持
ち

が
突

き

上
げ

て
き

た
こ

と
が

適

切
に

表
現

さ
れ

て
い

る
も

の

を
正

答
と

す
る
。

二

減

点
の

結
果

が

マ
イ

ナ
ス

点
に

な
ら

な

い
よ

う
に

す
る
。

表

現
の

稚
拙

な

も
の
、

不

十
分

な
も

の
、

表

記
上

の
欠

陥
の

あ
る

も

の
に

つ
い

て
は
、

各

一

点
を

減
じ

る
。

一

１ １２

ウ

問

六
の

採
点

基
準

２
、

３

に
準

じ
る
。

２

ア
、

オ

そ

の
他

に
つ

い

て
は
、

問

五
の

採
点

基
準

２
並

び

に

め

ぐ
（

ら

せ
）

91.6

採

点

基

準

問

六

さ
（

い
た
）

52.2

76.7 97.0

背
筋

け

い
こ

ア
み

ず
み

ず
し

さ

私

は
こ

れ

ま

２点

②

⑵ ⑵

⑤

２点

81.2

 

届

(

い

た
）

げ

ん
い

ん

91.0

清
潔

⑶

86.587.789.195.9

⑰

２点

⑮

２

１

①

(

緑

の
香

り

が

)

お
母

さ
ん

が
自

分

の
こ

と
を

大
事

に
思
っ

て

く

れ
て

い
る

こ
と

を
思

い

出
さ

せ
た

こ
と
、

②

不

安
か

ら

逃
げ

ず
に

お

母
さ

ん
に

自
分

の
夢

を

伝
え

て
、

自
分

の
意

志
で

未

来
を

決
め

て
い

こ
う

と

い
う

決
意

を
も

た
ら

し

た
こ

と

が
適

切
に

表

現
さ

れ
て

い
る

も
の

を

正
答

と
し
、

①

を
欠

い
た

場

合
は

四
点
、

②

を
欠

い

た
場

合
は

六
点

を
減

じ

る
。

３

そ

の
他

に
つ

い

て
は
、

２ ６点

⑲

６点10点

（

正
答

例
）

私たちも放課後は部活動があり放課後も貸し出しをするのは難しいですが、なるべく多くの生徒に本を読んでほしいと考えているので、ボランティアを募集し毎日二名程度の人数が集まれば放課後の貸し出しを実施します。

一

㉖

①

私
た

ち
も

放

課
後

は
部

活
動

が
あ

り

放
課

後
の

貸
し

出
し

は

難
し

い
こ

と
、

②
な

る

べ
く

多
く

の
生

徒
に

本

を
読

ん
で

ほ

し
い

と
考

え

て
い

る
こ

と
、

③
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア

を
募

集
し
、

毎
日

二
名

程
度

集
ま

れ

ば
放

課
後

の
貸

し
出

し

を
行

い
た

い

こ
と

が
適

切

に
表

現
さ

れ
て

い
る

も

の
を

正
答

と
し
、

い

ず

れ
か

を
欠

い
た

場
合

は

各
三

点
を

減
じ

る
。

問

六
の

採
点

基
準

２
、

３

に
準

じ
る
。

そ

の
他

に
つ

い

て
は
、

採

点

基

準

５点９点２

問

五
の

採
点

基
準

２
並

び

に

放
課

後
も

本
の

貸
し

出

し
を

し
て

ほ
し

い

（

正

答

例
）

私
た

ち
も

放
課

後
は

部

活
動

が
あ

り
放

課
後

も

貸
し

出
し

を
す

る
の

は

難
し

い
で

す
が
、

な

る

べ
く

多

く
の

生
徒

に
本

を
読

ん

で
ほ

し
い

と
考

え
て

い

る
の

で
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
を

募
集

し
毎

日
二

名

程
度

の

人
数

が
集

ま
れ

ば
放

課

後
の

貸
し

出
し

を
行

い

た
い

と
思

い
ま

す
。

（

正

答

例
）

通し番号

問

四

１ ２

問

二

四

㉕

エ

24.4
（

正

答

例

①
）

⑴

四

（

正

答

例

②
）

（

正

答

例

③
）

⑵

㉗

配点

正答率(%)

通し番号

問

　
一

49.5

イ

問

　
四

㉓

ざ
ら

ん

３点

㉒

問

　
二

㉔

問

　
三

㉑

三

３点３点５点

私
は

華
歆

の
方

が
優

れ

て
い

る
と

思
い

ま
す
。

な
ぜ

な
ら

先
の

こ
と

を

予
測

し
て

考
え

る
こ

と

が
で

き
る

人
だ

か
ら

で
す
。

私
は

華
歆

の
方

が
優

れ

て
い

る
と

思
い

ま
す
。

な
ぜ

な
ら

自
分

の
身

に

危
険

が
迫
っ

て

も
一

度

助
け

た
人

は
見

捨
て

な
い

人
だ

か

ら
で

す
。

私
は

王
朗

の
方

が
優

れ

て
い

る
と

思
い

ま
す
。

な
ぜ

な
ら

目
の

前
で

助

け
を

求
め

て
い

る
人

を

助
け

よ
う

と
す

る
人

だ
か

ら
で

す
。

44.4 85.7

一

問

六
の

採
点

基
準

２
、

３

に
準

じ
る
。

そ

の
他

に
つ

い

て
は
、
二

（

注
）

　
通

し
番

号

の
下

の
数

値
は

正
答

率
（

％
）

を

表
す
。

２ １

条

件
１
～

４

に

従
っ

て
適

切
に

表
現

さ

れ
て

い
る

も
の

を
正

答

と
す

る
。

問
六

の
採

点

基
準

２
、

３
に

準
じ

る
。

三

４点

ア

問

　
一

一

（

注
）

　
①
～

㉗

は

通
し

番
号

を
表

す
。

6.0 88.261.6

配点

正答率(%)

（

注
）

　
正

答
表

に

示
さ

れ
た

事
項

以
外

の

も
の

に
つ

い
て

は
学

校

の
判

断
に

よ
る
。

問

二
⑴⑵

そ

の
他

に
つ

い

て
は
、
二

放

課
後

も
本

の

貸
し

出
し

を
し

て
ほ

し

い
こ

と
が

適
切

に
表

現

さ
れ

て
い

る
も

の
を

正

答
と

す
る
。

問

五
の

採
点

基
準

２
並

び

に

１
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国 語 

(2) 領域別正答率 

 

 

 

 

 

 

(3) 義務教育段階における学習の課題 

 

 

 

○  傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問三 問四 （参考）問三】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 
文学的な文章に表れているものの見方や考え方を捉え、それについての自分の考えを表

現する力をみる問題である。 
［解答までのプロセス］ 
① 問三において、現代語でまとめた図を基に、華歆と王朗の行動をそれぞれ捉える。 
② 問四において、華歆と王朗の行動を比較した上で、自分で優劣をつける。 
③ 条件に従って、一方が優れていると考えた理由を表現する。 

［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
第２学年〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ 読むこと (1) オ 

   文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げ 
たり深めたりすること。 

２ 解答の状況と分析 
この問題の正答率は 24.4%であった（中間点は正答率に含めない）。受検者にとっては、

登場人物二人の行動に優劣をつけるために、それぞれの行動に対して自分の考えをもち、そ
れを条件に従って表現することが難しかったと考えられる。 

 

義務教育段階における学力調査から、北海道の中学生は「読むこと」、「書くこと」について、特
に文学的な文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもち、それを表現すること
に課題がみられる。 

（
略
） 

正答率 24.4％ 
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国 語 

(4) 中学校における今後の授業の在り方 

     ○ 授業実践例  

 
 

 

 

 

 

 

 

(5) 高等学校における指導の在り方 
高等学校では、科目「言語文化」において、言語活動例として「我が国の伝統や文化について書か

れた解説や評論、随筆などを読み、我が国の言語文化について論述したり発表したりする」ことが示
されており、「作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言
語文化について自分の考えをもつこと」という「読むこと」の学習活動の一層の充実が求められる。 
その際、中学校における「現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れ

たものの見方や考え方を知ること」及び「文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結
び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること」の指導事項を、高等学校における「古典の世界に
親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解すること」及び「古典の世界に親しむた
めに、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解す
る」の指導事項と関連付けることが考えられる。 

○ 授業づくりのポイント 
この単元では、時代の違いや個人の感じ方によって差異が出やすい「うつくしきもの」につい

て、作者と自分の「ものの見方」の比較（学習活動⑤）を行った上で、他者と自分の「ものの見
方」を比較（学習活動⑥）する活動を行った。このように、他者の考えやその根拠、考えの道筋
などを知り、共感したり疑問をもったり自分の考えと比較したりすることにより、物事に対する
新たな視点をもち、自分の考えを広げたり深めたりすることができるような学習活動の一層の
充実が求められる。 
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数 学 

２ 数学 

(1) 正答表 
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数 学 

(2) 領域別正答率 

 

 

 

 

 

 

       （注１） 問題によっては、指導領域が重複している場合がある。  

(3) 義務教育段階における学習の課題 

 

 

○  傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問２ 問２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 

箱ひげ図を用いて、複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断する力を
みる問題である。 
［解答までのプロセス］ 
① それぞれの箱ひげ図において、定められた基準値（7.5 秒）と中央値を比較する。 
② 基準値より速い人の人数を比較し、どちらの集団に基準値より速い人が多いかを判断する。

［関連する中学校学習指導要領の領域と内容］ 
第２学年 Ｄ データの活用 

   (1) データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる 
    よう指導する。 
    イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り、批判 
      的に考察し判断すること。  
２ 解答の状況と分析 

この問題の正答率は 21.4％であった（ア・イ・ウは完全解答）。受検者にとっては、会話文
から判断の基準となる情報を正確に読み取ることに加え、箱ひげ図からデータの傾向を的確
に捉え、比較し、判断することが難しかったと考えられる。 

 義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、データから読み取った内容を説明
したり、判断したりすることに課題がみられる。 

正答率 21.4％ 
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数 学 

※ 

(4) 中学校における今後の授業の在り方 

   ○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、日常生活や社会における具体的な問題に対して、目的に応じて複数の種類のデータ

を収集し、適切な手法を用いて分析を行い、問題に対する結論をまとめて表現したり、さらなる課題

や活動全体の改善点を見いだしたりする統計的探究プロセスを通して、データの散らばり具合や傾向

を数値化する方法を考察する力、データの傾向を把握して事象の特徴を表現する力を身に付けられる

ようにする。また、不確実な事象の起こりやすさに着目し、主張の妥当性について、実験などを通し

て判断したり、批判的に考察したりする力を身に付けさせる学習活動の一層の充実が求められる。 

  

○ 授業づくりのポイント 
この単元では、四分位範囲や箱ひげ図を学習することで、複数の集団のデータの分布に着目

し、その傾向を比較して読み取り、批判的に考察して判断する学習場面を設定した。このように、
日常生活や社会の事象を考察する活動を通して、解決の過程や結果を批判的に考察し判断する
ことや、事象を数学的に解釈し、その根拠を数学的な表現を用いて説明すること、数学的に表現
したことを事象に即して解釈する力を身に付けさせる学習活動の一層の充実が求められる。 

※「令和４年度全国学力・学習状況調査報告書 中学校数学」（国立教育政策研究所） 
 （https://www.nier.go.jp/22chousakekkahoukoku/report/middle_math.html）を加工して作成 


